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1．研究の背景と目的 

近年、都市部においてヒートアイランド現象が深刻な

環境問題となっている。本研究室においても、全国の気

象観測点を対象とした土地被覆状況の改変と気候変化の

関係性の把握を行ってきた。ヒートアイランド現象はメ

カニズムが複雑である上、地域性をもつ現象であるため、

全国約 300点の地点を解析対象とし、データ蓄積と解析を

行っているが、観測点周辺の建物や樹木等の高さの把握

が不十分であるとの問題が挙げられている。 

本研究では、同研究分野での利用が行われていない

ASTER GDEM を用いて観測点周辺の高さ情報の取得を試み、

都市環境分野での有用性を検証するとともに、高さ情報

を含めた土地被覆状況と気候変化との関係性について把

握することを目的とする。 

2．基礎データの構築 

ここでは、土地被覆状況、並びに地理的特徴と気候変

化の把握を目的に解析を行う。解析対象は、①本研究室

で Landsat 衛星を用いた土地被覆状況等のデータの蓄積

があり、②気温と風速風向を同一点で解析している観測

点とし、全国 9 地域 306 気象観測点とした。(図 1) 

各気象観測点の土地被覆状況と気候変化の関係を見る

ために利用したデータは、気象データ、土地被覆分類、

地理的環境指標である。研究に使用した気象データは、

気象庁アメダスのデータである。各観測点で観測された

1985 年から 2005 年の月別平均気温、月別・時間別平均

風速を用いて、解析を行なった。(図 2) 

3．高さ分布状況の算出 

本研究では、観測点周辺の建物や樹木の高さ分布状況

の算出において、日本各地域の ASTER GDEM データと基盤

地図情報数値標高モデル 10m メッシュを用いた。ASTER 

GDEM データから、数値標高モデル 10m メッシュを標高デ

ータとして差し引くことにより構造物等の高さ分布状況

の算出を試みる。 

この手法が、本研究において有効であるかどうかを評価

するため、同手法で求めた高さ分布と、ゼンリン住宅地

図の階数データより作成した高さ分布の相関関係を評価

し精度検証する。(図3) 

精度検証に用いたのは、任意に選出した数地点であ

り、5ha 程度の地区に区切り平均値を算出して、相関解

析に用いた。相関解析の結果、相関係数は0.88 と良い結

果が得られた。しかし、ASTER GDEM の分解能は、実質的

には70m程度とされていることから、規模の条件を満たす

建物でないと個々の建物の高さ推定には適さない。 

  

 

図 1 解析対象点 

図 2 地域別気温勾配と風速勾配 

図 3 個々の建物の高さ状況 
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4．クラスター分析 

得られた高さデータと併せ、2000 年の土地被覆分類デ

ータを用いてクラスター分析で分類を行った。分類には、

ユークリッド平方距離によるウォード法を用いた。その

結果、7つのクラスに分類することができた。(図 4) 

5．気候変化の特徴とその要因 

クラス別にその気候変化の特徴を見る。全点における

気温勾配の平均値は+0.054℃/年であるのに対し、クラス

5、6（都市クラス）において、+0.060℃/年、+0.062℃/

年と高い値となった。風速の上昇は、クラス6 で

+0.022m/s/年と最も大きい。一方、クラス1、2、3（緑地

クラス）では、クラス1 の気温勾配が+0.049℃/年と最も

低いが、クラス3（森林クラス）においては、気温勾配が

+0.055℃/年と高くなった。 

地理的指標と土地被覆変化、高さ状況による分類を、

気候変化(年平均気温勾配) に影響を及ぼす規定要因とし

て設定し、数量化Ⅰ類を用いて、気象観測点における15

年間の年平均気温勾配の要因分析を行った。(表1) 

偏相関係数、レンジをみると、アイテムでは、土地被

覆、標高、地形の値が高くなっている。土地被覆分類の

クラス変化における各カテゴリーのスコアを見てみる

と、緑地・水域といった自然被覆が多いクラスにおい

て、負に強く寄与しており、緑地や水域に気温上昇を抑

制する効果があるといえる。しかし、森林のカテゴリー

の値が、正の値となり、気温上昇に対して正に寄与する

結果となった。 

6．まとめ 

 本研究では、リモートセンシングを用いた気象観測点

周辺の建築物や樹木等の高さ分布状況の把握方法として

ASTER GDEM を用いた方法を検討した。また、高さ情報を

含めた場合の土地被覆と気候変化との関係性について考

察を行い、以下のような知見が得られた。 

・ ASTER GDEM を用いて、建物や樹木の高さ分布状況の

把握を行う場合、地区単位で平均値を算出し、その範囲

内の代表値として、比較を行うことは可能である。 

・ 都市クラスにおいては気温勾配が+0.06℃/年以上を示

し、最も気温上昇傾向が高かった。 

・ 緑地クラスに分類される観測点でも、平均高さが6m 

以上を示した森林クラスでは、他の緑地クラスよりも大

きな+0.055℃/年の気温上昇と、-0.01m/s/年の風速の減

少が確認された。 

・ 数量化Ⅰ類を用いた因子分析では、森林クラスでカテ

ゴリースコアは正に強く寄与していた。風速の減少と気

温上昇が森林クラスにおいて確認できることから、森林

の生長により風速が減少し気温が上昇する、日だまり効

果の可能性が挙げられた。 
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図 4 クラスター分析結果 

表 1 数量化Ⅰ類解析結果 

アイテム カテゴリー 点数
カテゴリー

スコア

偏相関係数

(レンジ)

緑地1 66 -0.0040

緑地2 21 -0.0030

森林 17 0.0043

住宅 21 -0.0006

都市1 43 0.0071

都市2 9 0.0016

水域 11 -0.0051

38°～40° 26 0.0005

36°～38° 27 -0.0008

34°～36° 113 0.0001

～34° 22 -0.0002

～25m 57 0.0058

25m～100m 56 -0.0004

100m～200m 25 -0.0003

200m～500m 27 -0.0028

500m～ 23 -0.0099

山地 77 -0.0002

平地 35 0.0016

盆地 18 -0.0051

台地 36 0.0040

高原 11 -0.0089

諸島部 11 0.0004

～200m 9 -0.0009

200m～500m 7 0.0006

500m～5km 44 -0.0011

5km～10km 13 -0.0036

10km～ 115 0.0009

0.07～ 5 -0.0017

0.04～0.07 9 -0.0024

-0.04～0.04 168 0.0003

-0.07～-0.04 6 -0.0022

0.1

(0.005)

0.06

(0.003)

0.25

(0.013)

0.31

(0.016)

0.03

(0.001)

0.36

(0.012)

風速勾配

m/s/年

海までの

距離

地形

標高

緯度

土地被覆

-0.01 0 0.01
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